
 
資料 ３ 

「（仮称）横須賀市新環境基本計画」策定についての意見 

 

 

 

 

 

 

１ 環境教育・環境学習推進のための体制づくり 

（１）人づくり 

   持続可能な社会の担い手づくりとして、環境教育・環境学習に関するイベントや

講習会を開催するなど、あらゆる人が環境に関心を持ち、知識を深めることにより、

主体的に環境活動に参画できるような人材を育成することについて検討していた

だきたい。 

（２）連携・協働 

   環境教育・環境学習の推進のため、市民、市民活動団体、学校及び事業者・研究

機関など、各主体が連携して取り組む新たな事業や仕組みについて検討していただ

きたい。 

 

２ 環境教育・環境学習の機会の充実 

（１）機会づくり・場づくり 

   環境教育・環境学習に取り組むきっかけとなるような、環境体験事業や自然観察

会などを実施するとともに、誰もが参加・利用できるよう、市内企業、研究施設、

自然・人文博物館、教育園等の「体験の機会の場」を一覧化し、これらの施設が環

境教育・環境学習の拠点として活用できるよう検討していただきたい。 

（２）情報提供・普及啓発 

   環境教育・環境学習の普及啓発のため、市内の環境教育・環境学習の支援に関す

る取り組みを集約し、誰もが参加・利用できるよう情報を提供していただきたい。 

 

３ 新たな環境教育・環境学習の取り組みについて 

海に囲まれた本市の環境特性を活かした「ブルーカーボン事業」や「海洋プラスチ

ック対策」などの新たな取り組みについて、子どもたちが関わり、学べるような仕組

みを創出していただきたい。 

「環境教育・環境学習マスタープラン」に基づき進めてきた環境教育・環境学習の施策・

取り組みについて、「（仮称）横須賀市新環境基本計画」と統合し、新たな基本目標と

して掲げるとともに、「環境教育促進法」における行動計画として位置付け、以下の

とおり、環境教育・環境学習の更なる推進を図られたい。 
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「（仮称）横須賀市新環境基本計画」策定にかかる意見の提出について 

 

時下、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、「環境教育・環境学習ネットワーク会議」では、令和３年３月23日（火）に開催しました

第33回会議で、標記計画の策定にかかる意見について集約しましたので、別紙のとおり提出いたし

ます。 
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